
表 1314　大腿骨頸部骨折の既往　%クレアチニン産生速度(％)別 （施設血液透析患者 女性のみ 透析回数週３回 透析歴２年以上）

%クレアチニン
産生速度

既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

60未満 3,579 677 4,256 21 849 5,126
（％） (84.1) (15.9) (100.0)
60～ 2,424 356 2,780 12 547 3,339
（％） (87.2) (12.8) (100.0)
70～ 3,806 442 4,248 13 784 5,045
（％） (89.6) (10.4) (100.0)
80～ 5,430 556 5,986 29 1,109 7,124
（％） (90.7) (9.3) (100.0)
90～ 6,927 546 7,473 36 1,360 8,869
（％） (92.7) (7.3) (100.0)

100～ 7,687 476 8,163 34 1,580 9,777
（％） (94.2) (5.8) (100.0)

110～ 7,012 343 7,355 24 1,412 8,791
（％） (95.3) (4.7) (100.0)

120～ 5,216 211 5,427 19 1,073 6,519
（％） (96.1) (3.9) (100.0)

130～ 2,790 88 2,878 11 620 3,509
（％） (96.9) (3.1) (100.0)

140～ 1,788 62 1,850 10 438 2,298
（％） (96.6) (3.4) (100.0)
合計 46,659 3,757 50,416 209 9,772 60,397
（％） (92.5) (7.5) (100.0)

記載なし 2,989 366 3,355 13 1,929 5,297
（％） (89.1) (10.9) (100.0)
総計 49,648 4,123 53,771 222 11,701 65,694
（％） (92.3) (7.7) (100.0)
平均 99.19 85.62 98.18 96.93 98.96 98.30

標準偏差 26.00 27.62 26.36 26.66 27.11 26.49

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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